大阪府災害時等動物救護対策要綱　
（目的）
第1条　大規模地震等の災害発生時には、多くの動物が飼い主とともに避難所に避難することとなるが、一方で、負傷又は飼い主不明の動物が多数発生することも予想される。
よって、災害時における被災動物の救護及び人等への危害防止の観点から、災害発生時から復興期までのこれら動物の保護や適正な飼養等及び災害時に備えた平常時の対策等に関し、必要な事項を定めるものとする。
（定義）
第2条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
(1) 災　害　暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、津波その他異常な自然現象又は大規模な火事、　

爆発その他大規模な事故により生じる被害をいう。

(2) 飼い主　動物の所有者又は占有者をいう。

(3) 動　物　家庭等で飼養及び保管されている愛護動物をいう。
（救護体制）
第3条　災害時等における動物救護は関係機関の連携が必要であることから、その体制は別紙のとおりとする。

（動物救護本部）
第4条　大阪府が、災害対策基本法第23条の規定に基づき、大阪府災害対策本部を設置した場合に、大阪府災害時等動物救護本部設置要領第3条に定める構成団体が共同して大阪府災害時等動物救護本部（以下、「動物救護本部」という。）を設置する。
２　前項以外で動物救護本部を設置が必要になった場合は、構成団体と協議し、共同して設置する。
（動物救護本部の活動）
第5条　動物救護本部は、次に掲げる事項を実施する。
(1) 飼い主への啓発
(2) 被災動物の保護、搬送及び飼養管理
(3) 避難所から動物救護施設への動物の受入れ
(4) 動物に関する相談の実施
(5) 被災地域の飼い主からの受託動物の飼養管理
(6) 府が行う規制区域内などに残された動物への給餌活動の支援
(7) 負傷動物の治療
(8) 収容した動物の飼い主への返還
(9) 収容動物等の新しい飼い主探し等の調整
(10) 関係団体への支援の要請
(11) 寄付金、義援金の募金活動
(12) その他被災動物の救護に必要な事務
（活動範囲）

第6条　救護活動を行う範囲は、大阪府内で被害を受けた区域とする。

　　
（救護対象動物）

第7条　救護を行う動物は、原則として前条の区域で飼育されている明らかに被災により救護を必要としている動物とする。
（動物救護施設）
第8条　動物救護本部は、負傷動物等の治療及び飼養管理を行うため、動物救護施設を設置し、運営する。動物救護施設の設置箇所は、被災状況に応じて、動物救護本部が大阪府、市町村、獣医師会等と協力して決定するものとする。

（救護活動の終了）

第9条　救護活動の終了は本部会議で決定する。

2　救護活動を終了した場合、資産及び会計を清算した上で動物救護本部を解散する。

（救護活動ガイドライン等の作成）
第10条　この要綱の目的を達成するため、救護活動ガイドライン等は別に定める。
（その他）
第11条　この要綱に定めるものの他、必要な事項は別に定める。
附則
この要綱は、平成22年3月31日から施行する。
附則

この要綱は、平成26年5 月19日から施行する。

附則

この要綱は、平成26年9 月1日から施行する。

附則

この要綱は、平成30年8月6日から施行する。

附則

この要綱は、平成30年9月27日から施行する。

